
都 市 環 境 委 員 会 資 料
 

平成 30 年 11 月 27 日 

環境部ごみ減量対策課 

 

食品ロスの削減について 

 

 

１ フードドライブ事業について 

 

（１）事業の周知 

・広報すぎなみ（5月 1日・15 日、7月 15 日、9月１日・15 日、10 月 15 日）、区公式ＨＰ 

・清掃情報誌「ごみパックン」（6月 5日）掲載 

・周知用ちらしの配布 

（杉並区町会連合会、民生委員児童委員協議会、区立小学校４学年、図書館等区有施設） 

・食品ロスに係る講演（中瀬中学校、杉並保健所） 

 

（２）平成 30 年度実績 

① 平成 30 年４月～平成 30 年 10 月（７ヵ月間）の受付実績【常設窓口＋区内イベント３回】 

 

○受付数 １，５９２個   <参考> 平成２９年度受付数 １，０７６個 

米 

インスタント・ 

レトルト食品・ 

フリーズドライ食品 

缶詰 
乾物・ 

乾麺 
粉物 調味料 菓子 飲料 

乳児用 

食品 
その他 

46 319 153 219 21 303 261 177 8 85 

 単位:個 

○受付人数 ３０７人   <参考> 平成２９年度受付人数 １３９人 

 

② 平成 30 年４月～10月（７ヵ月間）の提供実績 

提供先 
杉並区内 

（子ども食堂、杉並区社会福祉協議会） 

杉並区外 

（NPO 法人ｾｶﾝﾄﾞﾊｰﾍﾞｽﾄ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ） 

提供割合 ７８％ ２２％ 

 

  

（３）今後の展開 

・常設窓口の拡充 

・地域等における自主的活動の支援 

 

 

 



 

２ 「食べのこし０
ゼロ

応援店」事業について 

 

（１）目的 

まだ食べられるのに捨てられてしまう食品の削減を推進するため、食べ残し、期限切れ等の

削減に取り組む飲食店、小売店等を「食べのこし０
ゼ ロ

応援店」（以下「応援店」という。）として

登録する。その取組を広く周知することで、応援店・区民・区が一体となって食べ残し等の削

減に取り組み、更なるごみの減量を推進する。 

 

（２）対象事業者 

杉並区内の飲食店、宿泊施設、食料品小売店（以下「事業者」という。） 

 

（３） 登録要件（主な要件を一部抜粋） 

次に示す取組項目を一項目以上実践する事業者を応援店として登録する。 

① 小盛・ハーフサイズメニュー等の提供 

② 食べ残し・飲み残しを減らすための呼びかけ（３０１０運動など） 

③ ばら売りや量り売り、少量パックによる食料品販売 

  

（４）取組内容 

 ① 応援店は、（３）に掲げる取組を実践し、ごみの発生を抑制する。 

 ② 応援店は、ステッカー、ポスター等を掲示し、来店者に取組について積極的にＰＲし、 

周知を図る。 

 

（５）登録方法 

 ① 応援店への登録を希望する事業者は、区に申請書を提出する。 

② 区は、事業者から提出された申請書の内容を確認し、登録要件を満たしていると認めら

れる場合、登録事業者名簿に掲載し、ステッカーやポスター等を交付する。 

 

（６）応援店への支援 

 区は、応援店の一覧を作成し、その事業者名や取組内容について、区ホームページや区フェ

イスブックへ掲載し、広く区民に情報発信する。 

 

（７）今後の予定 

11 月 20 日  杉並区商店会連合会、杉並区商店街振興組合連合会合同理事会への周知 

   11 月 21 日  杉町連常任理事会への周知 

   12 月 1 日  広報すぎなみ（12月１日号）掲載  

   12 月 5 日  清掃情報誌「ごみパックン」掲載 

12 月中旬  事業者宛募集通知を発送、事業者を直接訪問 






